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NPO法人美しい港町横濱をつくる会 

第 6回通常総会が開催され、各議案いずれも 

賛成多数で可決・承認頂きました! 
 春の兆しも感じる３月 12 日(火)14 時より、横浜市開港記念会館 1 号会議室において、41 会

員 45名の出席で「第 6回通常総会」が開催されました。 

 定刻の 14時、森 優子事業企画委員の司会で始まり、当会定款に沿い 

本総会が成立していることを宣言。会長挨拶に移り、鈴木一男当会会長よ 

り「本日はご多忙のところご出席ありがとうございます。おかげさまで、 

この会もNPO法人として 6年目を迎えることとなりました。今年は、ご 

存知のように横浜ではラグビーワールドカップ、来年には東京オリンピッ 

クの関係で野球やソフトボール、その後には横浜世界博覧会、その他山下 

町の再開発と次から次へ色々なイベント、新しい施設が出来る環境にあろ 

うかと思います。 

其の中で、私共の会も、美しい港町横浜をつくると言うことで活動を行 

っておりますが、私共の会だけではなく色々な会で掃除をされています。 (司会の森事業企画委員) 

横浜はみなとみらい地区を中心に綺麗になりつつありますが、美しいと言うことは、街の美しさが

ありますが、もう一つ、掃除を通じて美しい心、或いは奉仕の心、親切な心、そう言うものが合い

重なって美しい港町になるのだと思います。 

横浜には外国の方もどんどん来ますが、外国の方に親切にするとか、そう

いう事が結果的に世界一美しい港町になると思いますので、今年も是非こう

した考え方にたって会を運営していきますのでよろしくお願い致します。」

と挨拶されました。 

引き続き司会より、 続いて、議長の選出について議場に諮り、鈴木一男会長があたることで確

認頂きました。 

先ず、議長より議事録署名人の選任については、予め用意しているのでそ

の氏名を発表しすることで如何でしょうかと議場に問い、異議なしとの事か

ら長谷真司氏、岩谷伸一氏を選任し、拍手で承認頂きました。 

 議案審議に入り、1号議案「平成 30年度事業報告」Ⅰ.各種会議結果につ 

いて、総会・三役会・理事会結果を事務局、組織委員会結果を高見澤尚弘組織委員長、広報委員会

結果を菊嶋秀生広報委員長、事業企画委員会及び清掃企画会議結果を中谷忠宏事業企画委員長がそ

れぞれ報告を行いました。 

引き続き、Ⅱ.各種事業結果の報告に移り、中谷事業企画委員長より、第 15回一斉清掃は 4月

14日、39会員及び 4団体、524名が 19コースに分かれ清掃を行い、第 16回一斉清

掃は 10月 13日 46 会員 6団体 613名が 21コースに分かれ清掃を行ったこと。「中区

クリーンアップ DAY2018」には 228 名が参加し全体の 30%を占めたこと、横浜マラ

ソン 2019 清掃活動 28 名、運営ボランティアに 34 名が参加したこと、講演会は 107

名の参加を得て盛会に開催されたことなどが報告されました。 

広報活動の充実について菊嶋広報委員長より、今期も、各種事業結果の報告、新たに一 

斉清掃等開催時の開催可否を知らせるイン 

フォメーション欄を設けるなど刷新を図っ 

てきたこと、機関紙を年 2回、平成 29年 

度事業年間ダイジェスト版を発行するなど 

活動の充実に努めたことなどを報告。 

組織活動については高見澤組織委員長よ

り、NPO 法人として５年目の節目を迎えた

ことから、文字通り NPO 法人に相応しい 

組織を目指して、組織委員会を中心に、役    
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員選任のありかた、会員増に向けた取り組み等について論議・検討を行い 

取り組みに反映してきたこと、会員増に向けた取り組みは入会 5社、退会 

1社 1団体となったこと、行政及び大学、地域との連携を図ってきたこと 

などが報告されました。以上の報告に対して、拍手による採決が行なわれ 

賛成多数で承認されました。 

 第 2号議案「平成 30年度決算報告並びに監査結果」に移り、奥津賢 

会計理事より「平成 30年度も当期収支の範囲内で決算することが出来、 

当期収支は 259,889 円のプラス、年度末残高は 991,799円となった (中谷事業企画委員長) 

ことを報告し各費目について説明、引き続き、監査結果について事務局が 

報告し、賛成多数にて承認されました。 
 第 3号議案「平成 31年度事業計画」へと進み、1．各種事業について、中 

谷事業企画委員長より、「当会は、NPO法人に移行してから 5年を経過し各種 

会議の運営及び事業も充実してまいりました。 

これからも世界一美しい港町横浜の実現に向け、各種会議の充実を図りたい」 

と話され、一斉清掃については、第 17回は 4月 13日、18回は 10月 12日 

とし、今年はラグビーワールドカップもありますので連携等も考えていきたい。 

また、西区役所が本年より実施する「西区地域清掃活動支援強化事業」の一つと (菊嶋広報委員長) 

して 5月 25日に開催｢横浜をきれいに!キャンペーン｣への参画なども含め各種 

事業を提案しました。 

 Ⅱの組織活動に移り、高見澤組織委員長より、NPO法人として相応しい組織 

づくりと運営の充実に力点をおき、会員増に向けた取り組み、行政・大学・地域 

との連携、西区地域清掃活動支援強化事業(WELCOME YOKOHAMA CLEAN  

SUPPOTER)への参画などについて提案されました。 

Ⅲの広報活動は、菊嶋広報委員長より、当会の活動を PR することも重要な取 

り組みの一つと捉え活動の充実を図っていく事とし、具体的広報活動については 

広報委員会を中心に論議し実践していきますが、今年はラグビーワールドカップ  (高見澤組織委員長) 

なども展開されることから、今までの受身の広報から攻めの広報活動をスローガ 

ンに活動をしていきたいと述べられ、具体的活動について提起されました。 

以上の提案について採決に移り、議長が挙手にて賛否を求めたところ賛成多数 

により可決されました。 

第 4号議案「平成 31年度予算」について、奥津会計理事より、平成 31年度 

予算の考え方については、昨年実績をベースに、必要な費目については計上する 

事で編成しましたと述べられ、各費目について提案が行なわれ可決されました。 

 今年は、役員任期の途中ですが理事の変更及び監事の増員が提案され、新理事 

には遠藤 進一氏(㈱そごう・西武)、横山 明氏(神奈川日産自動車㈱)竹田 徹氏(三  (奥津会計理事) 

菱地所㈱横浜支店)、監事に池松忠彦氏(新興電設工業㈱)が各々選任されました。一切の議事が終了

したことから、加藤和之副会長より「長時間にわたり審議頂きましてありがとうございました。こ

の会もNPO法人になり丸 5年を経過しました。 

皆様のご協力により各委員会も充実し色々な活動を行っております。会員も今年度は 100会員 

に持っていきたいと言う事で努 

力しておりますし、また、中区 

との活動だけでなく西区も協力 

してやっていきたいとの提案も 

ございます。皆様の益々のご協 

力を頂きながら運営を行なって 

いきたいと思いますのでよろし 

くお願い致します」と述べられ 

第 6回通常総会は幕を閉じ 

ました。 


